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群
馬
大
学
重
粒
子
線
医
学
セ
ン
タ
ー
は
、

22
年
に
県
と
群
馬
大
学
が
共
同
で
整
備
し

ま
し
た
。
同
様
の
施
設
は
現
在
国
内
に
５

カ
所
あ
り
ま
す
が
、
大
学
に
設
置
さ
れ
る

も
の
と
し
て
は
唯
一
と
な
り
ま
す
。

　
30
年
３
月
末
ま
で
に
２
７
１
１
人
の
治

療
実
績
が
あ
り
、
疾
患
部
位
で
は
泌
尿
器

（
前
立
腺
）
が
１
６
１
５
人
と
最
も
多
く
、 

全
体
の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
日
本
人
の
２
人
に
１
人
は
が
ん
に
な
る

時
代
を
迎
え
、
重
粒
子
線
治
療
は
が
ん
治

療
法
の
有
力
な
選
択
肢
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

群馬大学の重粒子線がん治療実績（人数）
（22年3月～30年3月）
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問
い
合
わ
せ
先

保
険
適
用
範
囲
の
拡
大

　
公
的
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
先
進

医
療
の
場
合
、
群
馬
大
学
の
重
粒
子
線
治

療
は
３
１
４
万
円
か
か
り
ま
す
が
、
徐
々

に
保
険
適
用
の
範
囲
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
公
的
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、

医
療
費
総
額
の
１
〜
３
割
が
自
己
負
担
と

な
り
、
さ
ら
に
高
額
療
養
費
制
度
が
利
用

で
き
ま
す
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
事
前
に
「
限
度
額
適

用
認
定
証
」
を
保
険
者
に
発
行
し
て
も
ら

い
窓
口
に
提
示
す
る
と
、
ひ
と
月
の
支
払

額
が
一
定
額
を
超
え
た
場
合
、
自
己
負
担

重
粒
子
線
が
ん
治
療

重
粒
子
線
治
療
資
金
利
子
補
給
制
度

　
県
で
は
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

重
粒
子
線
治
療
費
を
金
融
機
関
か
ら
借
り

た
場
合
の
利
子
の
一
部
を
補
給
す
る
な
ど
、

治
療
を
受
け
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
て

い
ま
す
。

対
象
　
県
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る

患
者
、
ま
た
は
そ
の
親
族
で
、
治
療
を
受

け
る
た
め
に
治
療
費
を
金
融
機
関
な
ど
か

ら
借
り
た
人

対
象
融
資
限
度
額
　
３
１
４
万
円
（
７
年

間
の
返
済
を
限
度
）

補
助
率

　
６
％
を
限
度
と
し
て
、
次
の
区

分
に
よ
り
支
給

・
患
者
が
課
税
世
帯
の
場
合
…
借
入
利
率

の
５
／
10

・
患
者
が
非
課
税
世
帯
の
場
合
…
10
／
10

ご
参
加
く
だ
さ
い

保険適用
されるがん

・
骨
軟
部
腫
瘍
（
切
除
非
適
応
）

◎
前
立
腺
が
ん（
転
移
の
な
い
も
の
）

◎
頭
頸
部
悪
性
腫
瘍
（
口こ

う

腔く
う･

咽
喉

頭
の
扁へ

ん

平ぺ
い

上
皮
が
ん
を
除
く
）

※
◎
は
30
年
４
月
か
ら
新
た
に
適
用

県
庁
医
務
課

☎
０
２
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・
２
２
６
・
２
５
３
５
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０
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２
２
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・
０
５
３
１

県
庁
病
院
局
総
務
課

☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２
７
１
０

FAX

０
２
７
・
２
２
１
・
８
８
１
８

　
重
粒
子
線
治
療
に
つ
い
て
、
群
馬
大
学

重
粒
子
線
医
学
セ
ン
タ
ー
の
大
野
副
セ
ン

タ
ー
長
に
伺
い
ま
し
た
。

広
が
る
が
ん
治
療
の
選
択
肢

　
「
重
粒
子
線
治
療
は
、
が
ん
治
療
の

一
つ
の
選
択
肢
で
す
。
一
般
的
に
は
手

術
、
抗
が
ん
剤
、
放
射
線
な
ど
の
治
療

方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
の
病

状
な
ど
に
よ
り
最
適
な
方
法
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
に
は
重
粒
子
線
治
療
に
よ

る
効
果
だ
け
で
な
く
、
起
こ
り
得
る
再

発
や
副
作
用
に
つ
い
て
も
十
分
に
説
明 大

おお

野
の

達
たつ

也
や

さん

し
、
納
得
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
看
護
師
を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
は
、
治

療
に
関
す
る
不
明
な
点
を
説
明
す
る
な

ど
、
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
支
援
し
て

い
き
ま
す
」

医
療
の
地
域
連
携

　
「
当
セ
ン
タ
ー
は
大
学
病
院
に
併
設

し
て
い
る
た
め
、
重
粒
子
線
治
療
と
他

の
が
ん
治
療
の
併
用
が
必
要
な
場
合
に

も
対
応
で
き
る
こ
と
や
、
が
ん
以
外
の

持
病
が
あ
る
人
で
も
専
門
の
医
療
チ
ー

ム
で
診
療
で
き
る
こ
と
が
強
み
で
す
。

　
重
粒
子
線
治
療
に
特
化
し
た
施
設
と

し
て
、
専
門
的
な
治
療
を
し
た
後
は
、

地
元
の
か
か
り
つ
け
医
と
協
力
し
て
経

過
観
察
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
と
の
連
携
体
制
が
さ

ら
に
充
実
す
る
こ
と
で
、
群
馬
県
全
体

が
一
つ
の
大
き
な
病
院
の
よ
う
に
な
る

こ
と
が
理
想
で
す
ね
」

県
民
講
演
会
「
ぐ
ん
ま
の
重
粒
子

線
が
ん
治
療
」

期
日
　
６
月
17
日
㈰

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
受

け
付
け
は
１
時
か
ら
）

場
所
　
群
馬
会
館
（
前
橋
市
大
手
町
）

内
容
　
重
粒
子
線
が
ん
治
療
装
置
や
治
療

実
績
、
治
療
の
流
れ
や
治
療
法
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
　

費
用
　
無
料

定
員

　
４
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限
　
６
月
14
日
㈭

申
し
込
み
方
法
　
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ 

ー
ル
。
件
名
に｢

重
粒
子
線
講
演
会
」
と

記
入
し
、
代
表
者
の
氏
名
・
電
話
番
号
、

参
加
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、
当
日
も
受

け
付
け
ま
す

申
・
問

　
県
庁
医
務
課
（
☎
・ 

FAX 

左
記

　

im
uka@

pref.gunm
a.lg.jp

）

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
県
民
健
康
公

開
講
座
「
脂
質
異
常
症
と
血
管
の

病
気
に
つ
い
て
」

期
日

　
６
月
22
日
㈮

時
間
　
午
後
６
時
〜
７
時
30
分

会
場
　
県
立
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
（
前
橋

市
亀
泉
町
）

内
容
　
脂
質
異
常
症
が
引
き
起
こ
す
狭
心

症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
発
作
の
予
防
に
つ

い
て
医
師
が
、
運
動
の
効
果
に
つ
い
て
理

学
療
法
士
が
話
し
ま
す

定
員
　
１
２
０
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
込
期
限
　
６
月
20
日
㈬

申
し
込
み
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
。
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

参
加
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

申
・
問

　
県
立
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
（
☎ 

０
２
７
・
２
６
９
・
７
４
５
５
　
FAX

０
２ 

７
・
２
６
９
・
１
４
９
２
）

が
ん
に
関
す
る
「
市
民
講
座
」

　
最
新
の
治
療
法
や
、
患
者
を
地
域
で
支

え
る
仕
組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

期
日
　
６
月
30
日
㈯

時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分
（
０
時
30

分
開
場
）

会
場

　
群
馬
会
館
（
前
橋
市
大
手
町
）

内
容

○
演
題
・
講
師

・
「
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
に

よ
る
が
ん
治
療
」

　
砂す

な

が長
則の

り

明あ
き

（
群
馬
大

学
医
学
部
付
属
病
院
呼
吸
器
・
ア
レ
ル

ギ
ー
内
科
医
師
）

・
「
生
き
る
力
を
育
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
緩

和
ケ
ア
」

　
大お

お

石い
し

春は
る

美み

（
心
の
郷
穂
波
の

郷
ク
リ
ニ
ッ
ク
緩
和
ケ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

は
る
か
セ
ン
タ
ー
長
）

○
交
流
茶
話
会

費
用

　
無
料

申
し
込
み
方
法

　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

そ
の
他
　
自
動
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、

県
庁
県
民
駐
車
場
（
前
橋
市
大
手
町
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

問
　
群
馬
大
学
医
学
部
付
属
病
院
（
☎
０ 

２
７
・
２
２
０
・
７
８
５
４
　
FAX

０
２
７ 

・
２
２
０
・
７
８
３
２
）

限
度
額
ま
で
を
支
払
う
だ
け
で
済
み
ま
す
。

申
は
申
込
先
、
問
は
問
い
合
わ
せ
先
、

は
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
す

重
粒
子
線
治
療
の
三
つ
の
特
長

●
が
ん
病
巣
に
集
中
し
て
照
射

　
周
辺
の
正
常
部
位
に
は
ダ
メ
ー
ジ
が
少
な
い

た
め
、
一
般
的
な
エ
ッ
ク
ス
線
に
よ
る
放
射
線

治
療
に
比
べ
副
作
用
が
少
な
い
。

●
エ
ッ
ク
ス
線
が
効
き
に
く
い
が
ん
に

も
効
く

　
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
効
果
が
高
い
た
め
、

エ
ッ
ク
ス
線
で
は
治
り
に
く
い
と
さ
れ
て
き
た

が
ん
に
も
効
果
を
発
揮
す
る
。

●
短
期
間
（
平
均
３
週
間
）
で
治
療
で

き
る

　
エ
ッ
ク
ス
線
治
療
（
６
〜
７
週
間
）
と
比
べ
、

照
射
回
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
短

い
期
間
で
治
療
で
き
る
。


